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農業委員会の役割が強化されます
　全農地に対する担い手が利用する農地面積の割合を現状の５割から８割に拡大することを政府が目的に掲げる
なかで、これを達成するために、「農地等の利用の最適化の推進」が農業委員会の義務業務として位置づけられ
ました。
　農業委員会は許認可だけでなく、担い手への集積・集約化、荒廃農地の発生防止、新規参入の促進に積極的に
取り組んでいくべきことが制度的により強固に位置づけられました。

農地利用最適化推進委員が設置されます
　農業委員会は農地等の利用の推進に取り組む体制を強化するため、農地利用最適化推進委員を委嘱します。た
だし、庄内町では、担い手への集積率が70％以上で遊休農地割合が１％未満の基準に該当するため、委嘱の必要
がありません。

農業委員の選出方法が変わります
　農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから町長が議会の同意を得て任命する方法になります。町長
は、任命に当たって、あらかじめ地域の農業者や農業団体に候補者の推薦を求め、また、公募も行います。推薦
と応募の結果は公表が義務付けられ、町長にはこれを尊重することが求められています。
　庄内町では、現在の農業委員の任期は平成29年７月16日までですので、この任期満了から適用されることにな
ります。
　任命にあたっては、農業委員の年齢、性別等に著しい偏りが生じないことが求められています。

｢農地等の利用の最適化の推進｣ に関する意見提出が責務になります
　今回の法改正により、農業委員会は「農地等の利用の最適化の推進」に関する施策の改善について具体的な意
見を提出「しなければならない」ことになりました。

農業委員会の「見える化」をさらに進めます
　法改正により、農地の利用の最適化の推進など農業委員会活動をインターネットなどで公表することなどが義
務づけられます。

農業委員会ネットワーク機構の整備
　これまで、「農業委員会系統組織」として都道府県段階、全国段階で活動してきた都道府県農業会議、全国農
業会議所につては、農業委員会の支援組織としての機能を強化するため、新たに「農業委員会ネットワーク機構」
として位置づけられ業務を行います。

農地転用制度も改正されます
　今回の農地法改正では、農業の６次産業化を進めるため、農地の所有が認められている法人の要件である農業
生産法人制度について、変更が行われます。
　都道府県知事等の農地転用の許可に際しては、農業委員会は都道府県知事等に意見を送付することが法律で定
められます。	
　この際、農業委員会はあらかじめ都道府県農業会議の意見を聞きます。
　また、農業委員会は、必要があると認めるときは、都道府県知事に対して違反転用に対する命令、その他必要
な措置を要請できることとなります。

農業委員会等に関する法律の改正について
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こ
の
度
の
研
修
先
は
鹿
児
島
・
宮
崎
県

方
面
の
三
ケ
所
で
行
わ
れ
た
。

　

最
初
の
研
修
先
は
南
九
州
市
の
「
農
事

組
合
法
人
ど
ん
ど
ん
フ
ァ
ー
ム
古
殿
」
で

し
た
。
こ
の
地
域
は
、
水
田
農
業
で
行
き

詰
る
中
、
集
落
の
農
地
と
農
業
を
自
分
達

で
守
ろ
う
と
平
成
８
年
に
農
業
機
械
の
共

同
利
用
、
農
作
業
の
受
託
、
農
産
物
の
生

産
直
売
、
加
工
品
の
製
造
販
売
な
ど
を
き

っ
か
け
に
集
落
ぐ
る
み
で
地
域
農
業
を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
後
、

平
成
17
年
に
農
事
組
合
法
人
に
発
展
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
経
過
報
告
を
聞
い
て
感
じ
た

事
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
地
域
ぐ
る
み
で

自
分
の
出
来
る
範
囲
で
役
割
分
担
を
し
、

雇
用
賃
金
と
し
て
集
落
民
に
支
払
わ
れ
地

域
に
還
元
さ
れ
て
い
る
事
で
す
。
低
コ
ス

ト
機
械
利
用
部
会
・
軽
作
業
の
若
葉
会
・

加
工
グ
ル
ー
プ
の
ど
ん
ど
ん
プ
リ
テ
ィ
な

ど
組
織
化
さ
れ
、
今
後
加
工
所
や
食
堂
施

設
が
建
設
さ
れ
集
会
の
場
と
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

次
の
研
修
先
は
、
鹿
屋
市
農
業
公
社
で

す
。
農
業
後
継
者
と
新
規
就
農
者
を
育
成

し
、
自
立
出
来
る
経
営
者
と
し
て
育
成
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
た
公
社
で
し
た
。
受
け

入
れ
資
格
は
、
50
才
未
満
で
意
欲
が
あ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
作
物
の
ス
プ
レ
ー
菊
を
10
ａ
の

ハ
ウ
ス
で
栽
培
研
修
し
、
二
年
間
入
居
で

き
る
施
設
と
そ
の
家
賃
助
成
も
あ
り
、
た

い
へ
ん
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
対
策
と

地
域
の
基
幹
作
物
の
維
持
振
興
に
寄
与
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
昨
年
ま
で
研
修
者
が

い
た
が
、
今
年
は
い
な
い
状
態
で
、
ハ
ウ

ス
も
宿
泊
施
設
も
閑
散
と
し
て
い
て
、
も

っ
た
い
な
い
と
感
じ
た
。
ス
プ
レ
ー
菊
の

規
格
で
収
穫
す
る
の
で
栽
培
期
間
の
短
縮

で
年
間
の
回
転
数
を
増
し
て
、
高
所
得
を

目
指
す
の
は
参
考
に
な
っ
た
。

　

最
後
の
研
修
先
は
国
富
町
の
次
世
代
施

設
園
芸
団
地
で
し
た
。
高
度
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
高
生
産
性
の
栽
培
と
担
い

手
育
成
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
た
大
規
模
・

集
約
化
モ
デ
ル
団
地
で
し
た
。
主
に
ピ
ー

マ
ン
と
き
ゅ
う
り
を
栽
培
し
、
減
農
薬
栽

培
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
を
導
入

　

「
～
い
ま
、
考
え
よ
う
。
女
性
の
力
で
、

輝
く
地
域
農
業
・
農
村
の
確
立
を
！
～
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
平
成
27
年
度（
第
12
回
）

女
性
農
業
委
員
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
全
国
か
ら
多
く
の
女
性
農
業
委
員
が
集

合
し
、
東
京
都
浅
草
公
会
堂
で
３
月
９
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青

山
浩
子
氏
が
、
と
に
か
く
女
性
の
感
性
は

す
ば
ら
し
い
し
、
消
費
者
、
生
活
者
の
目

線
で
あ
き
ら
れ
な
い
商
品
開
発
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
職
人
気
質
の
男
性
と
は
異
な

り
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
も
の
づ
く
り
、
組
織

運
営
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
一

流
品
を
知
っ
た
う
え
で
の
商
品
開
発
を
し
、

農
家
で
な
け
れ
ば
提
供
で
き
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

敷
居
の
高
さ
を
取
り
除
き
多
様
な
人
達

と
情
報
交
換
の
場
所
を
も
う
け
、
20
代
、

30
代
と
自
分
達
も
若
い
頃
は
い
ろ
ん
な
事

が
あ
っ
て
今
日
が
あ
る
と
話
し
語
り
合
う

こ
と
が
い
い
で
す
し
、
女
性
な
ら
で
は
の

「
す
ぐ
集
ま
れ
る
」「
す
ぐ
行
動
を
移
す
」

「
人
を
つ
な
ぐ
」
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ

る
と
力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
は
最
近
の
農
業
情
勢
に
つ
い
て
と

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
と
加
入
推
進
に

つ
い
て
で
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
二
人

の
女
性
の
体
験
発
表
で
、
結
論
と
し
て
は

今
現
在
の
女
性
農
業
委
員
が
率
先
し
て
手

を
上
げ
自
ら
立
候
補
し
、
人
数
の
減
少
を

防
ぐ
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

私
は
今
回
参
加
し
て
思
っ
た
事
は
、「
自

分
磨
き
」を
す
る
為
に
は
、自
分
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と

家
族
の
協

力
が
あ
っ

て
始
め
て

い
き
い
き

輝
い
て
活

動
す
る
こ

と
が
で
き

る
の
で
は

な
い
か
と

痛
感
し
た

次
第
で
す
。

先
進
地
視
察
研
修
に
参
加
し
て

佐
　
藤
　
　 

一

女
性
農
業
委
員
研
修
報
告佐

　
藤
　
恵
美
子

し
、
経
費
節
減
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

や
は
り
新
規
就
農
者
研
修
や
入
植
者
制
度

も
あ
り
、
地
域
の
農
業
振
興
に
大
き
く
貢

献
し
て
お
り
、
次
世
代
に
ふ
さ
わ
し
い
取

り
組
み
を
し
て
い
る
と
思
う
。

　

以
上
三
ケ
所
視
察
研
修
し
ま
し
た
が
、

良
い
所
は
地
域
ま
た
は
自
分
の
経
営
に
役

立
て
た
い
と
思
う
。　
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「
第
十
八
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ

ト
in
み
や
ざ
き
」
に
、
庄
内
町
認
定
農
業

者
の
会
よ
り
四
名
が
参
加
し
た
。
会
員
の

皆
様
に
は
、
当
初
十
名
前
後
の
参
加
を
目

標
に
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
庄
内
町
に

は
四
名
し
か
割
り
当
て
ら
れ
ず
、
と
て
も

残
念
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
十
日
の
全
体
会
の
中
で
、
担
い

手
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
五
名
の
方
た
ち
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
今
後
の
目
標
を
話
し
た
中
で
、

県
立
都
城
農
業
高
等
学
校　

畜
産
課
二
年

生
の
興
梠
（
こ
う
ろ
き
）
友
成
君
の
話
に

感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

　

曾
祖
父
の
代
か
ら
の
和
牛
繁
殖
農
家
に

生
ま
れ
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会　

和
牛

２
区
で
日
本
一
を
獲
得
し
た
父
の
後
継
者

を
目
指
し
た
そ
う
で
あ
る
。
自
分
は
更
に

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
す
る
こ

と
を
夢
と
し
て
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
発
表

し
て
い
た
。

　

全
体
会
が
終
了
後
、
バ
ス
で
各
コ
ー
ス

毎
に
移
動
し
、
午
後
六
時
か
ら
の
中
部
地

区
交
流
会
に
参
加
し
た
。
会
場
に
は
、
全

　

そ
の
リ
ス
ク
管
理
（
例
：
石
・
異
物
・

着
色
米
の
混
入
、
品
種
の
コ
ン
タ
ミ
等
の

防
止
対
策
）
を
重
要
視
す
る
の
は
当
然
で

す
が
、
農
閑
期
に
お
客
様
へ
顔
出
し
に
行

っ
た
り
し
て
世
間
話
、
飲
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
自
分
や
産
地
・
栽
培
方
法
を

知
っ
て
頂
き
、
お
客
様
が
「
売
り
や
す
い

米
」
と
し
て
定
着
さ
せ
て
店
舗
の
主
役
に

な
る
米
作
り
を
目
指
し
今
後
と
も
継
続
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

百
の
仕
事
が
出
来
て
百
姓
と
聞
き
ま
す
。

何
で
も
で
き
る
百
姓
を
目
指
し
て
今
後
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
も
し
耕
作
面
積
が
拡
大
す
る
場

合
に
は
、
直
播
栽
培
も
取
り
入
れ
た
繁
忙

期
の
作
業
分
散
化
に
よ
る
効
率
化
・
省
力

化
を
図
り
⓴
ha
ま
で
は
一
人
で
対
応
出
来

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

露
地
野
菜
、
施
設
園
芸
は
母
、
祖
父
メ

イ
ン
で
、
繁
忙
期
に
は
祖
母
も
加
わ
り
皮

む
き
や
袋
詰
め
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

冬
場
の
収
入
源
は
軟
白
ネ
ギ
１００
坪
ハ
ウ

ス
×
3
棟
で
す
が
、
栽
培
技
術
は
全
然
あ

り
ま
せ
ん
の
で
先
輩
方
の
技
術
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
増
収
に
つ
な
げ
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
の

が
稲
作
経
営
、
特
に
販
売
部
分
で
、
販
売

先
も
自
分
の
足
で
開
拓
し
、
価
格
・
決
済

も
販
売
先
と
の
交
渉
に
よ
り
お
互
い
納
得

し
た
形
で
取
引
を
行
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
「
今
年
の
米
価
安
ぐ
で
、
や
っ
て

ら
ん
ね
︙
。」
と
い
う
受
け
身
の
農
業
を

「
い
い
取
引
出
来
た
な
。
来
年
も
○
○
さ

ん
の
期
待
に
応
え
て
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
の

誰
か
の
為
に
作
る
、
自
分
な
り
に
未
来
が

見
え
る
農
業
経
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
よ
く
聞
く
言
葉
で
あ
り
ま
す

が
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
と
い
う
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
客
様
と
の
絆
（
信

頼
）
で
あ
り
、
生
産
者
、
販
売
者
の
武
器

（
付
加
価
値
）
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

一
緒
に
責
任
も
生
じ
る
こ
と
で
す
の
で
、

メ
リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
（
リ
ス

ク
）
も
あ
り
ま
す
。

国
の
担
い
手
三
百
六
十
名
が
一
堂
に
会
し
、

自
分
達
の
地
域
の
話
な
ど
色
々
と
活
発
な

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

翌
日
、
八
時
過
ぎ
に
は
各
コ
ー
ス
の
バ

ス
に
乗
り
込
み
現
地
研
修
先
へ
と
出
発
。

私
た
ち
は
、
㈲
福
冨
農
産
か
ら
綾
手
づ
く

り
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
と
綾
町
有
機
農
業

開
発
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
コ
ー
ス
で
あ
っ

た
。

　

㈲
福
冨
農
産
は
、
平
成
十
七
年
に
農
業

生
産
法
人
と
し
て
認
定
を
受
け
、
平
成
二

十
三
年
か
ら
は
米
粉
パ
ン
と
米
粉
ス
イ
ー

ツ
カ
フ
ェ
を
自
宅
の
敷
地
に
開
設
、
三
十

四
歳
の
兄
を
中
心
に
兄
弟
で
頑
張
っ
て
い

た
。
ま
た
、
綾
手
づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ
ン

タ
ー
で
は
綾
町
有

機
農
業
開
発
セ
ン

タ
ー
が
、
栽
培
管

理
記
録
簿
を
確
認

し
、
有
機
農
産
物

認
定
基
準
で
認
証

を
受
け
た
農
産
物

を
販
売
し
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
紹
介

担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
み
や
ざ
き

廿
六
木
　
和
　
島
　
孝
　
輝

　

私
の
家
は
、
祖
父
、
母
と
私
の
３
人
で

稲
作
と
路
地
ネ
ギ
、
施
設
園
芸
で
の
軟
白

ネ
ギ
、
ト
マ
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主
軸

に
野
菜
の
少
量
多
品
種
栽
培
で
経
営
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
１００
坪
ハ
ウ
ス
を
３
棟
、
経

営
体
育
成
給
付
金
で
コ
ン
バ
イ
ン
と
遠
赤

乾
燥
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

就
農
の
き
っ
か
け
は
、
一
昨
年
に
父
が

病
気
に
な
っ
た
こ
と
で
田
ん
ぼ
の
管
理
作

業
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
と
合
わ
せ
て
、

以
前
よ
り
農
業
経
営
に
興
味
が
あ
り
「
農

業
が
し
た
い
」
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
平
成
26
年
11
月
よ
り
認
定
新
規
就
農
者

と
し
て
就
農
致
し
ま
し
た
。

　

就
農
に
続
い
て
４
月
か
ら
は
山
形
県
の

青
年
農
業
士
と
し
て
も
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
あ
り
ま
す
の
で
先
輩
方
に
ご
指
導

を
賜
り
成
長
し
地
域
に
還
元
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
と
な
る
経
営
は
稲
作
で
私
の
担
当
は

稲
作
と
施
設
園
芸
の
軟
白
ネ
ギ
で
す
。

稲
作
経
営
面
積
は
⓾
ha
で
自
分
が
担
当
し

て
お
り
ま
す
が
、
苗
並
べ
・
稲
刈
り
の
時

の
み
妻
や
子
供
か
ら
も
助
け
を
も
ら
い
行

っ
て
お
り
ま
す
。

斎
藤
　
勝
幸
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あ
る
総
会
の
、
基
調
講
演
で
「
産
地

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
話
し
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
産
地
づ
く
り
」

と
言
え
ば
、
転
作
作
物
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
、
随
分
時

が
経
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

今
年
は
、
転
作
率
四
十
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
、
益
々
農
地
の
有
効
利
用
を
行

な
い
な
が
ら
、
安
心
安
全
な
作
物
を
作

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
責
任
の
あ
る
物
を
つ
く
れ

る
「
人
」「
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

今
一
度
地
域
で
の
話
し
合
い
を
お
願
い

し
た
い
。
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ダメです!
違法転用

●許可なく転用した場合
や、転用許可に係る事
業計画どおりに転用し
ていない場合等は、農
地法に違反することと
なり、工事の中止や原
状回復等の命令がされ
る場合があります（農
地法第51条）
●罰則の適用もあります
（農地法第64条、第67
条）。違反転用すると
個人は３年以下の懲役
または300万円以下の
罰金、法人の場合は１
億円以下の罰金が科せ
られます。

⊠ 資材置場にした
⊠ 青空駐車場にした
⊠ 産廃の捨て場にした
⊠ 建設残土の捨て場にした
⊠ 農業用施設を建てた※

※自己所有農地に２ａ未満の
農業用施設を建てる場合は
許可を要しないこととなっ
ていますが、届け出は必要
です。まずは農業委員会に
ご相談ください。

※この試算は、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.75％となった場合の試算です。
　制度発足以降12年間（H25まで）の運用利回りの平均は、年率2.53％です。予定利率は、毎年度農林水
　産省告示により定められ平成27年度は0.75％です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

月々の保険料を大きくすることで将来の支給額を増やせます
　農業者年金の保険料は2万円から6万7千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。また、
保険料の額はいつでも見直しできます。
　加入期間が短くても保険料を増やすことで豊かな老後に備えることができます。
※脱退も自由ですが、脱退された場合でも脱退一時金としてではなく、将来、年金として支給されます。

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。


